
令和元年度（2020 年度）学校評価報告書        

令和２年（2020年）３月３０日 

               

                      北海道紋別養護学校長 仲  谷   智 

 

 

１ 本年度の重点教育目標 

 

 

 

 

２ 令和元年度学校評価分析結果と改善の方策 

項目・方策 職員評価 保護者評価 関係者評価 

○全項目につ

いて 

・全項目の平均値は教職員 3.4

であった。個別の指導計画な

ど、重点項目の中でも学習指

導そのものの取組が低評価に

なっている。研究等の取り組

みによって多くの課題が明ら

かになったことから、低い評

価になっている。特に次の項

目について「個別の指導計

画」の充実とそれに伴う､効

果的な会議運営、報告連絡相

談の徹底に取り組む必要があ

る。 

・全項目の平均値は 3.3 であ

った。低評価の項目が「新

しい高等部の在り方につ

いて、保護者に説明」が最

も低く 2.6 で、教育課程の

改善について説明や、日常

の職員の対応について課

題が現れたものと考えら

れる。 

・職員によっては言われなければ課

題に気づけない人もいるのではな

いか。日常から服装なり、言葉なり

本当に基本的なことを上司や先輩

教員から指導してもらうなど、次

年度はこのような評価にはならな

いようにして欲しい。 

 

改善の方策 

 

 

 

・教職員が保護者を含めた外部評価を意識した計画・実施や、説明責任についての考え・自覚が不足

していることが大きな問題であると考える。そのためには、まず保護者へ資料を用いて次の点

について教員一人一人が説明責任を果たしていく。  

・目的を明確にした個別懇談の実施 

・目的を明確にした参観日の実施 

・担任としての学級経営や個別の指導計 画の意図を明確に説明 

○いじめ等の

体制整備、児

童生徒の見

本となる言

動等 

・昨年度から重点として取り組

んでいる事項だが成果が上が

らなかった。学級運営等、保

護者への指導に関わる説明の

不足と、教師一人一人が指導

者としての自覚が不足であっ

た。教師間で指摘し合う体制

作りに一層努めなくてはなら

ない。 

・いじめ等の体制整備、児童

生徒の見本となる言動の

いずれも低評価であった。

いじめ等の取り組みにつ

いては、学級担任等からの

取り組みの説明、学級経営

の取り組みについて説明

が不足しているものと考

える。 

 

・どんなときも子どもたち一人一人

を一人の人間として認め、関わる

ことが大事。「見えないところが大

事」であることを念頭に指導して

欲しい。教師の師は「教えるのは学

ぶの半ばなり」という言葉にもあ

るように、教師は教えながら、学ん

でいる。ということを理解し、いつ

でも、どこでも同じようにしてい

ければ良い。 

 

改善の方策 

 

教師は常に児童生徒の見本であり、一番影響力のある存在ということを常に自覚しなくてはな

らない。職員の服装や言葉遣い児童生徒への呼名は教職員への指導を更に進めたい。 

また、常に教師は、児童生徒、保護者、地域の方々に注目されているという意識を保ち続けな

くてはならない。 

○チームで作る授業（日々の指導反省の充実、一人一人の役割と責任の明確化） 

・指導打ち合わせの工夫 

・主体的な動き出す手立ての工夫 

・教師一人一人の役割を明確にした連携 

 

 

「子供たちの未来につながる授業の充実」 

教育方針キーワード 「学びの履歴の検証・改善・連続性」 

経営方針キーワード 「安心・安全・安定」 



○報告・連絡・

相談の徹底 

 

 

 

・日常の教員間の相談、連携が不

足しており、授業改善に向け

て大きな課題であった。また、

事故を予防する手順の改善等

の取組を行ったが、連携の不

足から共通理解ができておら

ず、改善に時間を要していた。 

・評価点は 3.5で低くはなか

ったが、「高等部のあり方

について」、「関係機関との

協力体制」等、学校からの

周知が不足している事項

があり、保護者との連携が

さらに必要であったと考

える。 

・報・連・相が大事と言い続けるので

はなく、必要性の理解を十分に指

導することが必要である。報・連・

相に続いてだ ね という言葉も

ある。だは」「だしん」ねは「ねま

わし」を意味している。 

 

 

改善の方策 

 

 

 

 

・保護者へも対応する部署や職員によって差違を感じさせていることが考えられ、教育内容に疑問

を抱かせてしまうことにつながりかねない。これまで以上に児童生徒の情報共有、連携を図るた

め、学校寄宿舎間では校内 PCネットワークを活用した情報共有を行う。また「会議目的の明確化」

「事前の資料配付」等を確実に行うことで、報告、連絡事項の共有と効率的な会議運営を行う。 

・指導打ち合わせの工夫（会議の精選及び推進方法の工夫） 

・緊急時対応時の基本的な知識と技能の習得 

・保護者、関係機関に的確な説明できる記録の蓄積 

○全体のまと

め 

 

今回の評価結果から、一番の課題は、「教職員」と「保護者」の評価差に大きな開きがあること

と考える。原因としては教職員が保護者を含めた外部評価を意識した計画・実施や、説明責任につ

いての考え・自覚が不足していることが大きな原因と捉えた。 

 本校は、「子ども第一義」のもと、保護者、地域へひらかれた学校を目指している。学習指導全

てに於いて、児童生徒、保護者、地域など社会全体に貢献しなければならないことを念頭に指導、

業務を進めることが必要であった。 

 また、「学校は、児童生徒の見本となるような言動を行っている。」(保護者評価 2.9ワースト２)

「学校は、いじめ等の早期発見への体制整備を行っている。」(保護者評価 3.0ワースト３)の児童

生徒の指導に直接的にかかわる事項について保護者評価が低いことが明らかとなった。昨年からの

課題であり、取り組みを進めていたが改善に至っていない。教師間で指摘し合う体制作りに一層努

めなくてはならないことと合わせ、児童生徒を前にした言動も，例え指導上必要なことであっても

配慮して行う、児童生徒の前では、特に注意を払う必要について教師間の共通理解が必要である。 

教師は常に児童生徒の見本であり、一番影響力のある存在ということを常に自覚しなくてはなら

ない。職員の服装や言葉遣い児童生徒への呼名は教職員への指導を更に進めたい。常に教師は、児

童生徒、保護者、地域の方々に注目されているという意識を保ち続けなくてはならない。 

更に、職員間の報告、連絡、相談がもう一方の大きな課題となっている。学部、分掌、学習指導

グループごとの連携を日々取り組むことが課題解決のポイントとなっており、学部連絡会、運営員

会等をより活用し、情報共有に努めなくてはならない。 

これらの課題について具体的な取組を行うために､「北海道紋別養護学校グランドデザイン」に

学校評価指標を設け、またその具体策についても職員へ周知し､各学部分掌組織で取り組む。ま

た、この学校評価指標を用いて反省を行うことで、達成度について各個人､学部で把握しさらに課

題を明らかにする。 

  

 



令和元年度　紋別養護学校　学校評価集計結果
3.4 3.3
3.2

評　　価　　項　　目 対象 平均値 評価４ 評価３ 評価２ 評価１ 無回答

職員 3.1 43% 34% 19% 0%

保護者 3.4 61% 26% 10% 0% 0%

職員 3.2 53% 23% 21% 0%

保護者

職員 3.5 65% 23% 9% 2%

保護者 3.2 55% 29% 7% 0% 7%

職員 3.6 72% 25% 2% 0%

保護者 3.5 61% 32% 3% 0% 0%

職員 3.4 67% 16% 14% 2%

保護者 3.2 65% 16% 7% 0% 10%

職員 3.6 79% 5% 14% 0%

保護者 3.0 55% 26% 0% 3% 13%

職員 3.4 64% 19% 11% 4%

保護者 3.5 65% 26% 3% 3% 0%

職員 3.2 43% 42% 11% 2%

保護者 3.2 61% 23% 3% 0% 10%

職員 3.2 42% 38% 17% 2%

保護者 3.2 58% 26% 3% 0% 7%

職員 3.4 67% 19% 7% 4%

保護者

職員 2.8 37% 19% 37% 4%

保護者

職員 3.5 70% 19% 6% 4%

保護者

職員 3.3 66% 19% 4% 4%

保護者 2.5 48% 16% 7% 0% 26%

職員 3.5 68% 17% 11% 2%

保護者

児
童
生
徒
に
つ
い
て

1

1

将来の願いに基づき、客観的な実態把握（発達検査等）のもと個別の指導
計画の目標を見直している。・学舎共通した個別の指導計画の目標設定
をしている。
（学校は、児童生徒の未来の願いに基づき、実態把握（発達検査等）のも
と、個別の指導計画の目標を作成している。）

2
個別の指導計画を基に年間指導計画の作成及び細分化した授業目標に
よる実践と客観的な評価の推進を行っている。

3
※

2

6
※

5

いじめ等の早期発見への体制整備を行っている。
（学校は、いじめ等の早期発見への体制整備を行っている。）

5
※

4

児童生徒が安全に活動できる施設設備及び教材備品等の配置を行って
いる。
・計画的な備品、教材教具の購入や適切な維持管理、修繕、廃棄ができ
ている。
（学校は、児童生徒が安全に活動できる施設設備になっている。また、安
全に教材備品等の配置を行っている。）

職員全体平均 全体平均

保護者全体平均

児童生徒を尊重した校内の適切な言語環境及び体罰のない教育環境の
構築ができている。
（学校は、児童生徒の人権を尊重した言葉遣いや体罰のない教育を行っ
ている。）

4

3

主体性をはぐくむ教室掲示や廊下等の意図的な掲示環境の設定ができて
いる。
・掲示の意図を説明できるようにする。
（学校は、主体性をはぐくむ教室掲示や廊下の掲示ができている。）

赤の番号は、保護者評価項目、及び共通項目の番号です

10
※

新分掌の役割及び業務の明確化を図り、効率的な分掌運営を推進してい
る。
 ・部長の役割及び業務内容を明確化する。

11
※

効率的な会議運営の推進を行っている。
 ・会議の意義の共通理解と推進方法の工夫をする。

12
学舎が児童生徒を中心において対等な立場で指導方針を検討する学舎
懇談の工夫ができている。

高等部の在り方に基づいた特色ある教育課程の改善を行っている。
（学校は、新しい高等部の在り方について、保護者に説明を行っている。）

14
確かな力を身につけるための教育課程の改善を行っている。
・合わせた指導と教科の関連を明確にした授業を実践する。　・校内研究
での検証をする。

13

9

職
員
に
つ
い
て

7

6

授業研究等を中心とした積極的な実践交流の推進及び次の授業につな
がる授業評価の充実を行っている。
・一人一授業の実施する。
（学校は、児童生徒一人一人の実態にあった授業を行っている。）

8

7

ティームティーチングを生かした指導体制の見直しを行っている。
 ・専門性を活かし、最低人数の教師で授業を行う。
（学校は複数の教員と連携しながら指導を行っている。）

9

8

主体的、対話的、深い学びの視点による手立てを明確にした授業改善が
できている。 ・言葉の指示に頼らない手立ての工夫をする。
（学校は、児童生徒一人一人の実態にあった見てわかる教材を使って指
導を行っている。）

1 



職員 3.5 68% 19% 9% 2%

保護者 3.4 61% 26% 7% 0% 0%

職員 3.0 39% 25% 33% 2%

保護者 3.4 68% 19% 7% 0% 0%

職員 3.6 81% 12% 2% 0%

保護者 3.2 58% 26% 3% 0% 7%

職員 3.5 70% 16% 11% 0%

保護者

職員 3.2 56% 23% 14% 4%

保護者 2.9 48% 26% 7% 3% 13%

職員 3.7 90% 4% 0% 0%

保護者 3.5 71% 16% 7% 0% 3%

職員 3.7 83% 8% 8% 0%

保護者 3.6 74% 16% 7% 0% 0%

職員 3.3 59% 19% 15% 6%

保護者 3.5 71% 23% 0% 3% 0%

職員 3.5 74% 15% 8% 0%

保護者

職員 3.5 64% 19% 15% 2%

保護者 3.4 58% 36% 0% 0% 3%

職員 3.9 84% 7% 4% 2%

保護者 3.0 55% 23% 7% 0% 13%

職員 3.4 77% 9% 11% 4%

保護者 3.0 52% 26% 10% 0% 10%

職員 3.1 64% 17% 11% 4%

保護者 3.2 61% 23% 3% 3% 7%

職員 3.6 94% 2% 4% 0%

保護者 3.3 58% 29% 3% 0% 7%

15

10

学部の系統性を明確にした教育課程の改善を行っている。
（学校は、児童生徒の実態に応じて、段階的な指導を計画的に行ってい
る。）

16
※

11

報告・連絡・相談の徹底ができている。
（学校は、児童生徒の指導や事故などがあった際に、保護者に報告や連
絡、相談を、迅速に行っている。）

17
※

12

実践に基づいた緊急時対応訓練及び救急救命等訓練の研修方法の工夫
をしている。
（学校は、火災や地震、怪我等の児童生徒の命に関わるような緊急時の
対応についての訓練や対策を行っている。）

18
※

大規模災害時における迅速な対応や緊急時の動きを意識して、備えてい
る。

19
※

13

児童生徒の見本となるような言動を実践している。
（学校は、児童生徒の見本となるような言動を行っている。）

20
※

14

学校予算や学習費の予算、決算について説明を行い、適正に執行してい
る。
（学校は、予算と決算について説明を行い、学習費を適正に運用してい
る。）

保
護
者

21

15

個別の教育支援計画の目標と授業の関連性について説明をしている。  ・
個別の指導計画、年間指導計画、授業目標及び評価等ＰＤＣＡサイクルに
ついて説明と同意を得ている。（学校は、個別の教育支援計画の目標と授
業の関連性（個別の指導計画や授業の目標や評価）について、保護者に
説明を行い同意を得ている。）

22

16

各学部の進路指導計画の作成を行っている。
・各学部ごと説明会を開き適切な情報提供を行う。
（学校は、進路説明会や個別の進路懇談を開催し、各学部段階での進路
に関する情報発信を行っている。）

23
保護者との連携を適切に行っている。
・本人、保護者の願いや思いを受け止め、情報を共有し共通理解を図る。

職
員
に
つ
い
て

地
域

24

17

対等な関係の交流及び共同学習の推進を行っている。
・行事ではなく、授業での交流及び共同学習を実施する。
（学校は、お互いの人格と個性を尊重し合う共生社会実現のために、交流
及び共同学習の推進を行っている。）

25

18

関係機関へ本校の役割についての理解啓発を行っている。
・本校の役割や取組について理解啓発を行う。・関係機関との協力体制を
構築する。
（学校は、関係機関との協力体制を構築している。）

26
※

19

近隣にある教育資源の情報収集と活用ができている。
（学校は、社会で活用できる公共施設（図書館やバス、店等）や福祉施設
等の情報収集と活用ができている。）

団
体

27
※

20

保護者主体のＰＴＡ活動の理解啓発を推進している。
・保護者が参加する活動内容を検討する。

28
※

21

計画的な予算の執行ができている。
・ＰＴＡ及び後援会の計画的に執行する。(災害時の備蓄品や研修などに
関する経費）
（学校は、PTAや後援会費等の計画的な予算執行ができている。）

2 
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